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１．募集する課程・コース・学科・領域名及び募集人員

課　程　名 コース・学科・領域名 募　集　人　員

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程

初等教育コース，中等教育コース　国語※

５　人

初等教育コース，中等教育コース　社会※

初等教育コース，中等教育コース　英語※

初等教育コース，中等教育コース　数学※

初等教育コース，中等教育コース　理科※

初等教育コース，中等教育コース　技術※

初等教育コース，中等教育コース　家政※

初等教育コース，中等教育コース　音楽※

初等教育コース，中等教育コース　美術※

初等教育コース，中等教育コース　保健体育※

初等教育コース　教育学

初等教育コース　心理学

　特別支援教育コース　　

※国語・社会・英語・数学・理科・技術・家政・音楽・美術・保健体育を志願する者は，初等教育コース
又は中等教育コースを選択の上，出願してください。

２．編・転入学の時期及び編・転入学年次
　⑴　入学の時期は令和７年４月１日とし，３年次に編・転入学するものとします。
　⑵　修業年限は２年間とし，在学可能年数は４年間とします。
　⑶　単位の修得・教育職員免許状の取得の状況によっては，修業年限の２年間で卒業できないことがあります。

３．出願資格
　以下の⑴と⑵の両方を満たす者に出願資格を認めます。
　⑴　次のいずれかに該当する者
　　　（①〜⑥は編入学，⑦は転入学に該当する｡）

①本学を卒業した者又は令和７年３月に卒業見込みの者（ただし，本学部を卒業した者が編入学を志願できる
のは，卒業した専修及び学科・領域以外とする｡）

②他の大学，短期大学，高等専門学校を卒業した者又は令和７年３月に卒業見込みの者
③外国の大学を卒業した者又は令和７年３月に卒業見込みの者
④他の大学に２年以上在学（休学期間は除く｡）して退学した者で，62単位以上修得した者又は令和７年３月

までに２年以上の在学となり退学見込みの者で，62単位以上修得見込みの者
⑤専修学校の専門課程のうち文部科学大臣の定める基準（修業年限が２年以上で，課程の修了に必要な総授業

時数が1,700時間以上であること｡）を満たす課程を修了した者又は令和７年３月に修了見込みの者
⑥高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校を含む｡）の専攻科の課程（修業年限が２年以上であ

ることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る｡）を修了した者又は令和７年３月に修了見
込みの者（学校教育法90条第１項に規定する者に限る｡）

⑦他の大学に２年以上在学（休学期間は除く｡)し，62単位以上修得している者又は令和７年３月までに２年以
上の在学となり，62単位以上修得見込みの者（ただし，志願する時点で，現に在学する大学の学長の許可
を得ている者に限る｡）　※大学退学見込みの者は④に該当する。

⑵　実用英語技能検定（英検 CBT，英検 S − CBT も含む。）２級以上を取得しているか，又は，TOEFL iBT 
54 点以上のスコアを取得している者（ただし，スコアは，出願期間開始日より過去に遡って２年以内の成績
であること ｡）

　　また，外国の国籍を有する者（日本の永住許可を得ている者は除く｡）は，上記（１）と（２）のほかに，
財団法人日本国際教育支援協会が実施する「日本語能力試験Ｎ２」以上を取得していること。

４．事前相談
　学校教育法施行令第22条の３に定める障害等又は発達障害がある場合は，受験上及び修学上特別な配慮を必
要とすることがありますので，あらかじめ本学部と相談してください。
　なお，補聴器，松葉杖，車椅子等を使用している場合も事前相談が必要です。

①　時期
　相談の内容によっては本学部の試験までに対応できず，特別措置が講じられないこともありますので，令
和６年８月23日(金)までに相談してください。

②　方法
　電話または本学部窓口での相談いずれでもかまいませんが，下記事項等を記載した相談書（様式任意）を
提出していただく場合があります。

　　　　　ア．氏名，生年月日，志願課程，コース・学科・領域名
　　　　　イ．障害の種類・程度（医師の診断書が必要な場合があります）
　　　　　ウ．受験の際，特別な配慮を希望する事項及び内容
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　　　　　エ．在学中にとられていた特別措置
　　　　　オ．日常生活の状況

　　　　カ．本人の住所，電話番号及び保護者等の連絡先
　　　　キ．その他参考書類（身体障害者手帳等の写し）
③　問い合わせ先

　　　　〒890−0065　鹿児島市郡元一丁目20番６号
　　　　　　　　　　　 鹿児島大学教育学部教務係　　TEL  099−285−7713

５．出願手続
　⑴　出願期間
　　　　令和６年９月５日(木)〜９月11日(水）
　　　　　・受付時間　９時〜16時
　　　　　・郵送の場合は「書留速達」とし，９月11日(水)16時までに必着とします。
　⑵　受験票発送日
　　　　令和６年９月24日(火）
　⑶　出願書類等（✻印は教育学部ホームページからダウンロードし，印刷する必要があります。）

書　　類　　等 摘　　　　　要

1 編・転入学試験志願票✻ 本学部所定の様式（Ａ４用紙に印刷したもの）を使用すること。

2 受験票・写真票✻ 本学部所定の受験票及び写真票を使用すること。
（出願期間前６ヶ月以内に撮影した写真を貼付すること ｡）

3
実用英語技能検定又はTOEFLの証
明書

実用英語技能検定の合格証書の写し，又は出願期間開始日より過去に
遡って２年以内の TOEFL iBT のスコアを証明するものを提出するこ
と。

4
最終学校の卒業（修了）証明書又は
卒業（修了）見込証明書

出願資格の⑴①，②，③，⑤のいずれかに該当する者は提出すること。
※令和６年４月以降に発行され，厳封されたものを提出すること。

5 最終学校の学業成績証明書
履修中の科目はその旨記載すること。
※令和６年４月以降に発行され，厳封されたものを提出すること。

6 履修要項（シラバス）紙媒体
志願者本人の入学年度の履修要項（シラバス）で修得している科目及
び修得予定の科目について，１科目毎に紙媒体（Ａ４用紙，両面，学
業成績証明書の科目順に並べること）に印刷したものを提出すること。

7 編入学資格証明書✻ 出願資格の⑴⑥に該当する者は，本学部所定の様式（Ａ４用紙に印刷
したもの）を使用し，在籍する学校長が証明したものを提出すること。

8 転入学許可証
出願資格の⑴⑦に該当する者は提出すること。
現に在学する大学の学長が証明したもの。

9 学力に関する証明書
教育職員免許状を取得した者又は取得見込みの者は提出すること。
＊教育職員免許状申請に必要な様式

※令和６年４月以降に発行され，厳封されたものを提出すること。

10 履修課程等証明書✻ 本学部所定の様式（Ａ４用紙に印刷したもの）を使用すること。
出願資格の⑴④又は⑴⑤に該当する者が提出すること。

11 入学検定料

⑴　入学検定料　30,000 円
⑵　払込期間　令和６年８月 29 日（木）から令和６年９月 11 日（水）

14 時まで
⑶　振込方法

コンビニエンスストア又はクレジットカードで払込むこと（事務
手数料は志願者負担）。
詳細は，９頁「鹿児島大学検定料払込方法」を参照すること。
払込後，「収納証明書」部分を切り取り，本学所定の様式（Ａ４用
紙に印刷したもの）に貼り付けて提出すること。

※入学検定料の返還について
既納の入学検定料等は，次の場合を除き，いかなる理由があっても
返還しない。
①　入学検定料を払い込んだが，出願しなかった（出願書類等を提

出しなかった又は出願が受理されなかった）場合 
②　入学検定料を誤って二重に払い込んだ場合

12 宛名票（２枚)✻
本学部所定の様式（Ａ４用紙に印刷したもの）２枚に合格通知先等の
住所 ･ 氏名 ･ 郵便番号を記入すること。

13 受験票等送付用封筒（返信用封筒）
344 円分の切手を貼った長形３号（縦 235 ㎜，横 120 ㎜）封筒に，
志願者の住所・氏名・郵便番号を明記すること。
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14
実技関係等書類✻

（初等教育コース，中等教育コース
音楽・美術・保健体育）

実技の受験者は本学部所定の様式を使用すること。
　①音楽・・・・実技試験受験種目届
　②美術・・・・面接用提出作品種目届
　③保健体育・・実技試験受験種目届
　　　　　　・・実技試験に関する届出書

15 日本語能力試験の認定書の写し
外国の国籍を有する者（日本の永住許可を得ている者は除く｡）は，財
団法人日本国際教育支援協会が実施する「日本語能力試験Ｎ２以上の
認定書の写し」を提出すること。

16 その他
日本国籍を有しない者は，市区町村長の発行する住民票の写し（在留
資格が記載され，個人番号（マイナンバー）の記載が省略されたもの ｡）
を提出すること。

（留意事項）
⑴　出願書類に不備・記入もれなどがある場合は受け付けられませんので，十分点検して提出してください。なお，不備書類は返

却します。
⑵　出願後の出願書類及び検定料の返還並びに出願書類の記載事項の変更は認めません。
⑶　出願書類の記載事項と相違の事実が判明した場合は，入学許可を取り消すことがあります。
⑷　出願書類等により志願者から提出された個人情報については，個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）に則り，本学

入学者選抜・合格発表，追跡調査及びこれらに付随する事項並びに入学後の学務業務における学籍・成績管理，修学指導等，
授業料の債権管理を行うためのみ利用し，他の目的には利用しません。

６．出願書類提出先
　　　〒890−0065　鹿児島市郡元一丁目20番６号
　　　　　　　　　　 鹿児島大学教育学部教務係　TEL  099−285−7713

７．選抜方法等
　　専門試験及び面接の結果を総合して判定します。また，成績証明書を基礎資料とします。
　　口述試験は面接の時間内に実施します。なお、音楽の志願者については面接を課しません。
　⑴　専門試験科目の配点

課程 コース・学科・領域名
専　　門　　試　　験　　科　　目　　配　　点

面接
筆記試験 口述試験 実技試験 小論文 合　計

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育コース，中等教育コース　国語 ３００ ３００ ＊

初等教育コース，中等教育コース　社会 ３００ ３００ ＊

初等教育コース，中等教育コース　英語 ３００ ３００ ＊

初等教育コース，中等教育コース　数学 ３００ ３００ ＊

初等教育コース，中等教育コース　理科 ３００ ３００ ＊

初等教育コース，中等教育コース　技術 ３００ 　 ３００ ＊

初等教育コース，中等教育コース　家政 １００ ２００ ３００ ＊

初等教育コース，中等教育コース　音楽 ３００ ３００

初等教育コース，中等教育コース　美術 １００ ２００ 　 ３００ ＊

初等教育コース，中等教育コース　保健体育 １５０ １５０ ３００ ＊

初等教育コース　教育学 ３００ ３００ ＊

初等教育コース　心理学 １５０ １５０ ３００ ＊

特別支援教育コース ２００ １００ ３００ ＊

　　※面接欄の＊印は４段階（Ａ〜Ｄ）で評価し総合判定の資料とします。

　⑵　採点・評価等基準
【筆記試験】

１）初等教育コース，中等教育コース　国語
　大学における国語科の専門教育を学ぶ上で必要な基礎的な事項（「国語に関する基礎知識」「国文学」「漢
文学」「国語学」の各分野にわたる），論理的な思考力，適確な表現力を問う。

２）初等教育コース，中等教育コース　英語
　英語教育等に関する英作文を課し，英語科の専門教育を学ぶ上で必要な基礎知識と英語運用能力を問う。

３）初等教育コース，中等教育コース　数学
　　　編・転入学後の数学科の専門科目を理解するために必要な数学全般に関する基礎的知識を問う。
４）初等教育コース　教育学
　　　教育学の基礎的な事項について問う。
５）初等教育コース　心理学
　　　心理学の基礎的な事項について問う。
６）特別支援教育コース
　　　「障害児教育学」「障害児心理学」「障害児保健学」に関する基礎的な事項について問う。
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【口述試験】
　１）初等教育コース，中等教育コース　社会
　　　　社会及び社会科教育を学ぶ上で必要な思考力や基礎知識について試問を行う。
　２）初等教育コース，中等教育コース　理科
　　　　自然科学全般及び特に関心を持っている分野に関する基礎知識と論理的に思考し説明する能力をみる。
　３）初等教育コース，中等教育コース　技術

　編・転入学後の技術科の専門科目を理解するために必要な技術全般に関する基礎的な知識について試問を
行う。

　４）初等教育コース，中等教育コース　家政
　大学における家政学の専門教育を学ぶ上で必要な思考力や，衣・食・住・保育・消費に関する基礎的な事
項について試問を行う。

　５）初等教育コース，中等教育コース　美術 
　提出作品（注１）（立体作品１点あるいは平面作品２点）による作品制作の意図等の説明，解説を求め，
それらについて質問を行う。（注１）提出作品については次表を参照してください。

　６）初等教育コース，中等教育コース　保健体育
　　　　保健体育に関する基礎知識と論理的に思考し説明する能力をみる。
　７）初等教育コース　心理学
　　　　受験者がこれまでに学んだ心理学の専門的内容に関する試問を行う。
　８）特別支援教育コース
　　　　受験者がこれまでに学んだ専門的内容に関する試問を行う。

【実技試験】

初等教育コース，

中等教育コース

音 楽

１〜４は全員必須
１．ピアノ　①次にあげた練習曲より任意の１曲を選び演奏すること。
　　　　　　　C. Czerny　40番練習曲　Op.299，50番練習曲　Op.740，
　　　　　　　M. Moszkowski　15の練習曲　Op.72，
　　　　　　　F. Chopin　練習曲　Op.10，Op.25
　　　　　　②L. v. Beethoven　ピアノソナタより任意の楽章（但し緩徐楽章を除く）
２．声楽　①歌曲を３曲演奏すること。（イタリア歌曲，ドイツ歌曲，日本歌曲各１曲）
　　　　　②新曲視唱

出願の際にピアノ伴奏楽譜を提出すること。また，楽譜の裏面に志願者氏名を記すこ
と。（楽譜は返却しない）

３．理論その他（楽典・音楽史・和声学）
４．聴音　二声旋律及び四声和声書き取り
　ピアノ①②，声楽①は暗譜演奏のこと。

初等教育コース，

中等教育コース

美 術

１．鉛筆による静物デッサン
　　基本的な描写力，表現力を問う。
［受験上の注意］
　実技に関しての用具は本学において準備する。
（注１）
　提出作品（立体作品１点あるいは平面作品２点の実物）に基づき面接を実施する。
　提出作品は必ず本人の作であるものとし面接当日持参することを原則とする。
　面接提出作品は試験終了後，各自速やかに持ち帰ること。

Ａ平面作品の場合…大きさは，キャンバス50号以内又は木製パネルＢ１判（728㎜×
1030㎜）の寸法以内の作品を２点とする。内容は，絵画，デザイ
ン，工芸など

Ｂ立体作品の場合…縦，横，高さの合計が２ｍ以内の作品を１点とする。内容は，彫
塑，工芸，立体デザインなど。

初等教育コース，

中等教育コース

保 健 体 育

１．次の４種目の中から１種目を選択させ，その種目の運動技能や競技力をみる。
　 1．陸上競技　　　　　　 2．バスケットボール　　　　　　　  3．バレーボール
　 4．柔道
※１の陸上競技は短距離走，長距離走の中からいずれかを選択させ実施する。
［受験上の注意］
１）受験者は運動のできる服装をすること。
２）屋内，屋外で実技試験を受ける者は，それぞれ屋内，屋外シューズを持参すること。

競技用シューズを用いてもよい。
３）雨天時においても実技試験は実施するので着替え等を準備すること。
４）柔道の受験者は，「柔道衣」を持参すること。
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【小論文】
　初等教育コース，中等教育コース　家政

　生活に関わる諸事象についての問題意識，家政学及び家庭科教育学を学ぶ上で必要な基礎学力，ならびに生
活科学に関する内容についての読解力，考察力，表現力を問う。

【面　接】

コース・学科・領域等

面接の形態
面接

時間
評　　価　　事　　項個人

面接
集団
面接

面接
員数

初等教育コース，中等教育コース　国語 ○ 3〜6人 20分
志望動機，国語に対する興味・関心，
教員志望の意欲等

初等教育コース，中等教育コース　社会 ○ 3〜8人 30分
志望動機，社会及び社会科教育への興
味・関心・学習意欲等

初等教育コース，中等教育コース　英語 ○ 2〜5人 30分 英語の基礎的知識，志望動機，熱意等

初等教育コース，中等教育コース　数学 ○ 2〜4人 20分 志望動機，教員志望の意欲等

初等教育コース，中等教育コース　理科 ○ 4〜8人 30分
志望動機，教員志望の意欲，教育に関
する問題意識等

初等教育コース，中等教育コース　技術 ○ 3〜4人 30分
志望動機，教員志望の意欲，学習の目
的，理想の教師像，ものづくり教育等

初等教育コース，中等教育コース　家政 ○ 3〜5人 20分
志望動機，家政で学びたい学習課題や
目標，理想の教師像等

初等教育コース，中等教育コース　美術 ○ 2〜4人 20分 志望動機，学習の目的，将来の進路等

初等教育コース，中等教育コース　保健体育 ○ 3〜5人 30分 志望動機，学習意欲等

初等教育コース　教育学 ○ 2〜3人 20分 志望動機，今後の学習に対する意欲等

初等教育コース　心理学 ○ 2〜3人 30分 志望動機等

特別支援教育コース ○ 2〜3人 30分 志望動機等

　　※受験者数により「面接の形態｣,「面接時間」を変更することがあります。
　　※面接時間には口述試験を含みます。
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８．学力試験の実施日・時間割等
　⑴　試験の日程　　令和６年10月19日(土）

　⑵　試験時間

コース・学科・領域等 項　　目 試　験　時　間 集合時間

初等教育コース，中等教育コース　国語
筆 記 試 験
面 接

  9：00 〜 10：30
11：00 〜　　　

８：40
10：40

初等教育コース，中等教育コース　社会 口述試験・面接   9：00 〜 ８：40

初等教育コース，中等教育コース　英語
筆 記 試 験
面 接

  9：00 〜 10：30
11：00 〜　　　

８：40
10：40

初等教育コース，中等教育コース　数学
筆 記 試 験
面 　 　 　 　 接

  9：00 〜 10：30
11：00 〜

８：40
10：40

初等教育コース，中等教育コース　理科 口述試験・面接   9：00 〜  　　　 ８：40

初等教育コース，中等教育コース　技術 口述試験・面接   9：00 〜  　　　 ８：40

初等教育コース，中等教育コース　家政
小 論 文
口述試験・面接

  9：00 〜 10：30
11：00 〜　　　

８：40
10：40

初等教育コース，中等教育コース　音楽 実 技 試 験   9：00 〜  　　　 ８：40

初等教育コース，中等教育コース　美術
実 技 試 験
口述試験・面接

  9：00 〜 11：00
11：30 〜

８：40
11：15

初等教育コース，中等教育コース　保健体育
実 技 試 験
口述試験・面接

  9：00 〜　　　
11：00 〜　　　

８：40
10：50

初等教育コース　教育学
筆 記 試 験
面 接

  9：00 〜 10：30
11：00 〜  　　　    

８：40
10：40

初等教育コース　心理学
筆 記 試 験
口述試験・面接

  9：00 〜 10：30
11：00 〜  　　　

８：40
10：40

特別支援教育コース
筆 記 試 験
口述試験・面接

  9：00 〜 10：30
11：00 〜　　　

８：40
10：40

　⑶　試　験　場　　鹿児島大学教育学部

　⑷　集 合 場 所　　教育学部 （教育学部の掲示板で確認すること）

　⑸　受験上の注意事項
①　受験票は必ず持参し，携帯してください。受験票を携帯しない場合は，受験できないことがあります。
②　試験室では，必ず自分の受験票と同番号の席に着き，受験票を机の上に置いてください。
③　試験開始時刻に遅刻した者や受験票を忘れた者は，監督者に申し出てください。受験票を忘れた者は試験

開始前であれば試験場本部に申し出てください。試験開始時刻後 30 分以内の遅刻に限り，その科目等の受
験を認めます。なお，遅刻の理由が交通機関の遅延・予定外の運休等の場合は，試験場本部に申し出てくだ
さい。

④　実技試験，口述試験及び面接においては，試験開始時刻までに控室に入室していない場合は，当該科目の
受験は認められませんので注意してください。

⑤　各コース・学科・領域等が課す専門試験科目及び面接のうち，１つでも受験しなかった者は失格となり，
合否判定の対象とはなりません。

⑥　鉛筆（シャープペンシルも可）・消しゴム・鉛筆削り（電動式を除く。）等は各自用意し，試験中に他人の
物品を借りたり，共用したり，試験に必要のない物品を持ち込んだりしてはいけません。

⑦　時計を使用する場合は，計時機能だけのものとします。アラームや時報機能のついた時計は，試験室に入
る前に必ずアラームや時報の設定を解除しておいてください。

⑧　携帯電話，スマートフォン，ウェアラブル端末等の電子機器類は，試験室に入る前に必ずアラームの設定
を解除し，電源を切ってかばん等に入れておいてください。試験時間中に，これらをかばん等に入れず，身
に付けていたり，手に持っていると不正行為となることがあります。

　　なお，試験時間中にかばん等の中で携帯電話，スマートフォン，ウェアラブル端末等の着信音やマナーモー
ドの振動音が発生した場合は，監督者が本人の了解を得ずにかばん等を試験室外に持ち出し，試験場本部で
当該試験時間終了まで保管します。

⑨　試験室に入室してから試験終了まで退室を認めません。ただし，試験中の発病等やむを得ない場合には，
手を挙げて監督者の指示に従ってください。この場合，試験時間の延長は認めません。

⑩　試験に際して不正行為が認められた受験者については，その試験は無効とし，その後の受験を認めません。
この場合，すべての成績が無効となり，合否判定の対象者とはなりません。
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⑪　試験当日は，公共の交通機関を利用してください。なお，自動車・バイク等による入構は禁止します。

９．合格者発表
　令和６年11月８日(金)10時に教育学部ウェブサイト（http://www2-edu.edu.kagoshima-u.ac.jp/）に合格者
の受験番号を掲示するとともに，合格者には合格通知書を送付します。
　なお，電話等による合否の照会には一切応じません。

10．入学手続きについて
　合格者への入学手続きに必要な書類は令和６年11月下旬頃に各自へ送付する予定です。
　　編・転入学時に必要な経費
　　入学料　　　　　282,000円　（予定額）　※入学料，授業料に改定があった場合は，改定後の
　　授業料　前期分　267,900円　（予定額）　　金額が適用されます。
　　　　　（年　額　535,800円）（予定額）
　　※在学中に授業料の改定が行われた場合は，改定時から新授業料が適用されます。

11．編・転入学後の履修について
⑴　既修得単位の認定については，本学部の認定基準により審査します。
⑵　単位の既修得状況によっては，３年次に編・転入学しても教育実習に参加する条件は満たされないことがあ

ります。この場合，４年次で教育実習に参加することになります。
　　また，複数の教育職員免許状を希望する場合は２年間で取得できない場合があります。

　なお，ご不明な点は，下記までお問い合わせください。
　　　〒890−0065　鹿児島市郡元一丁目20番６号
　　　　　　　　　　鹿児島大学教育学部　教務係
　　　　　　　　　　TEL  099−285−7713
　　　　　　　　　　E-mai : edukyomu@kuas.kagoshima-u.ac.jp

12．令和６年度教育学部編・転入学試験実施状況

課程　　　　　コース・学科・領域名　　　  募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

学
　
校
　
教
　
育
　
教
　
員
　
養
　
成
　
課
　
程

初等教育コース，中等教育コース国語

５人

1 1 0 0

初等教育コース，中等教育コース社会 1 1 1 1

初等教育コース，中等教育コース英語 4 3 1 1

初等教育コース，中等教育コース数学 0

初等教育コース，中等教育コース理科 1 1 0 0

初等教育コース，中等教育コース技術 0

初等教育コース，中等教育コース家政 1 1 1 1

初等教育コース，中等教育コース音楽 0

初等教育コース，中等教育コース美術 0

初等教育コース，中等教育コース保健体育 0

初等教育コース教育学 1 1 1 1

初等教育コース心理学 1 1 1 1

特別支援教育コース 0

計 − 10 9 5 5

—試験当日の試験実施に関しての注意点—
　地震や風水害等の自然災害等により，試験場までの交通手段が奪われ，当初の日程通りに入学試験等を実
施することが困難であると，本学が判断した場合，試験時間の繰り下げ，試験の延期等の措置をとることが
あります。
　これらの措置を講じる場合は鹿児島大学教育学部ホームページ上に掲載します。
　ただし，このことに伴う受験者の個人的損害について本学は責任を負いません。
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入　試　情　報　開　示

学力試験問題の正解・解答例の開示

　合格者発表後，「正解・解答例」を教育学部教務係で開示します。

　なお，次の点に留意してください。

　１　正解・解答例については，「例示」であり，複数の正解・解答があり得ます。

　２　正解・解答例に代えて，出題意図を開示する場合もあります。

入学者選抜試験個人成績の開示

　令和７年度入学者選抜に係る受験者の個人成績を次により開示します。

１　開示内容　試験成績

　　　　　　　【得点】専門試験の個々の科目の得点及び合計得点を開示します。

　　　　　　　【面接】面接評価の段階を開示します。

２　開示期間　令和６年12月２日(月)〜令和７年１月31日(金)　９時〜17時

ただし，土曜日・日曜日・祝日を除きます。

３　請求者　　受験者本人に限ります。（代理人による請求は認められません）

４　開示方法

　⑴　教育学部教務係で開示します。開示請求を行う者は，次の①・②を必ず持参してください。

　　①　入試情報開示請求書（様式は右記のとおり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

A4用紙　　②　令和７年度鹿児島大学教育学部編・転入学試験受験票

⑵　郵送により開示請求を行う者は，次の①〜③を取り揃

えて，封筒の表に「入試情報開示請求」と朱書きし，必

ず書留郵便で請求してください。

　　ただし，開示期間中の消印のあるものに限り受け付け

ます。なお，本人確認のため，問い合わせをする場合が

あります。

　①　入試情報開示請求書（様式は右記のとおり）

　②　令和７年度鹿児島大学教育学部編・転入学試験受験票

③　返信用封筒（長形３号封筒に簡易書留料金を含め

た460円分の切手を貼付し，自分の宛先を明記したも

の）

※郵便料金の改定があった場合は，改定後の料金が適用されま
すので，ご注意ください。

　⑶　請求先

　　　〒890-0065　鹿児島市郡元一丁目20番６号

　　　　　　　　　  鹿児島大学教育学部教務係

５　その他

　　令和６年度以前の個人成績は開示しません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※上記の日付は入試情報開示請求日を記入してください｡
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https://e-shiharai.net/
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